
第
14
回
鹿
嶋
市
成
人
式
が
１
月

11
日(

日)

、
鹿
嶋
市
勤
労
文
化
会

館
を
会
場
に
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。 

今
年
の
成
人
式
は
、
対
象
人
数

774
人
で
、
初
め
て
平
成
生
ま
れ
の

成
人
者
が
参
加
し
た
式
典
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
566
人

を
数
え
、
対
象
者
の
73
％
の
出
席

が
あ
り
会
場
は
熱
気
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
お
り
ま
し
た
。 

内
田
市
長
を
は
じ
め
、
市
議
会

議
員
、
市
内
各
学
校
の
恩
師
等
関

係
者
出
席
の
も
と
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
と
し
て
カ
シ
マ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
・
一
丸
天
舞
に
よ
る
「
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
」
で
始
ま
り
ま
し

た
。
式

典

は
、
主

催

者

あ

い

さ

つ
、
来
賓
祝
辞
に
続
い
て
、
成
人

者
を
代
表
し
て
の
実
行
委
員
長
・

副
委
員
長
に
よ
る
「
成
人
者
あ
い

さ
つ
」
が
行
わ
れ
、
社
会
情
勢
が

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
な
か

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
日
本
の

現
状
を
し
っ
か
り
見
据
え
な
が

ら
、
鹿
嶋
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ

と
を
誇
り
に
、
力
強
く
未
来
を
切

り
拓
い
て
い
く
決
意
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
多
く
の
方
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
が
素
直
に
表
さ
れ
る

な
ど
、
感
動
の
あ
い
さ
つ
で
し

た
。 本

式
典
の
運
営
の
特
徴
は
、
成

人
者
そ
し
て
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

地域の特色ある教育活動を応援し、開かれた教育環境を推進していくた

めの情報を掲載していきます。 

ア
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
成
人
者
自
ら
が
前
日
の
準
備

を
は
じ
め
、
式
典
の
企
画
・
運
営

を
行
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
交
通
安
全
協
会
、
そ
し
て
着

装
連
盟
の
み
な
さ
ん
な
ど
多
く
の

方
々
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る

成
人
式
典
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て

は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

成
人
式
の
由
来
は
、
古
来
よ
り

成
人
を
祝
う
儀
礼
と
し
て
男
子
は

元
服
、
女
子
に
は
結
髪
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
の
成
人
式
は

昭
和
21
年
に
埼
玉
県
、
現

蕨
わ
ら
び

市
の

青
年
団
の
企
画
に
よ
り
、
青
年
祭

で
「
成
年
式
」
が
行
わ
れ
た
の
が

始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
成

年

式
」
が

全

国

に

広

ま

り
、
昭
和
23
年
に
公
布
さ
れ
た
祝

日
法
に
よ
り
「
お
と
な
に
な
っ
た

こ
と
を
自
覚
し
、
み
ず
か
ら
生
き

ぬ
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
は
げ

ま
す
」
と
の
趣
旨
で
、
翌
年
か
ら

１
月
15
日
を
「
成
人
の
日
」
と
し

て
制
定
さ
れ
、
そ
の
後
の
法
改
正

で
現
在
の
１
月
第
２
月
曜
日
と
な

り
ま
し
た
。
鹿
嶋
市
で
は
、
市
外

に
住
む
対
象
者
も
参
加
し
や
す
い

よ
う
に
、
前
日
の
日
曜
日
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。 
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▲ 成人式の様子 



 

本
校
は
、
「
思
い
や
り
を
も
ち
、
自
ら
考

え
実
践
す
る
子
を
育
成
す
る
」
を
教
育
目
標

に
そ
の
実
現
の
た
め
に
全
職
員
力
を
合
わ
せ

て
、
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

特
に
本
年
度
は
、
「
学
力
向
上
」
と
「
豊

か
な
心
の
育
成
」
に
重
点
を
置
き
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。 

 

学
力
向
上
で
は
、
国
語
力
・
算
数
力
・
理

科
力
の
向
上
を
目
指
し
、
一
人
一
人
の
子
ど

も
に
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め

の
指
導
法
の
研
究
を
進
め
ま
し
た
。
全
職
員

が
３
つ
の
研
究
部
に
分
か
れ
、
全
学
級
で
国

語
・
算
数
・
理
科
の
授
業
研
究
を
行
い
、
指

導
法
の
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。 

国
語
研
究
部
で
は
、
文
章
を
正
し
く
読
み

と
る
力
を
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
指
導
法
と
し

て
、
ノ
ー
ト
指
導
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
活
用

に
つ
い
て
研
究
し
て
き
ま
し
た
。 

算
数
研
究
部
で
は
、
数
量
関
係
に
お
い
て

や
教
材
の
工
夫
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。 

 

豊
か
な
心
の
育
成
で
は
、
基
本
的
生
活
習

慣
、
読
書
活
動
、
道
徳
教
育
等
の
充
実
を
重

点
的
に
進
め
ま
し
た
。 

基
本
的
生
活
習
慣
の
充
実
で
は
、
さ
わ
や

か
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
や
代
表
委
員
会
に
よ

る
あ
い
さ
つ
運
動
、
学
年
だ
よ
り
に
よ
る

「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
の
励
行
を

進
め
て
き
ま
し
た
。 

読
書
活
動
の
充
実
で
は
、
学
校
図
書
館
の

活
用
や
毎
週
２
回
の
朝
の
読
書
タ
イ
ム
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
よ
み
よ
み
会
」
に
よ
る

朝
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し

た
。 道

徳
教
育
で
は
、
「
心
の
ノ
ー
ト
」
や
茨

城
県
の
道
徳
教
材
を
活
用
し
た
教
材
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

 
そ
の
結
果
、
国
語
・
算
数
・
理
科
で
の
学

習
意
欲
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
基

本
的
な
生
活
習
慣
も
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
教
育
目
標
の
具
現
化
の
た

め
、
よ
り
よ
い
指
導
法
の
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。  

見
通
し
を
も
ち
、
筋
道
を
立
て
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
図
や
数
直
線
を
活
用
し

た
り
、
考
え
方
を
文
章
で
表
し
た
り
し
て
表

現
力
を
高
め
る
指
導
法
を
研
究
し
て
き
ま
し

た
。 

 

理
科
研
究
部
で
は
、
好
奇
心
を
高
め
る
体

験
活
動
の
工
夫
を
行
い
、
学
習
課
題
の
工
夫

思
い
や
り
を
も
ち
、 

 
 

自
ら
考
え
実
践
す
る
子
を
育
成
す
る 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
笠
小
学
校 

 ▲ 研究授業の様子   

 

本
校
は
、
本
年
度
創
立
四
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返

り
新
た
な
伝
統
を
築
こ
う
と
、
児
童
一
人

一
人
を
大
切
に
す
る
学
校
（
認
め
、
褒
め
、

優
し
さ
の
中
に
厳
し
さ
を
）
・
明
る
く
楽

し
い
学
校
（
児
童
も
教
師
も
）
を
学
校
目

標
と
し
て
、
日
々
教
育
活
動
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
校
の
特
色
あ
る
教

育
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、
学
力
の
向
上
に
つ
い
て
で
す
。 

基
礎
学
力
の
定
着
を
目
指
し
た
取
り
組

豊
か
な
心
を
持
ち
、 

 
 
 

自
ら
考
え
実
践
す
る
子
の
育
成 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
井
小
学
校  ▲ 津軽三味線演奏会の様子 

●鹿嶋市立幼稚園の卒園式は、３月18日（水）です。 



学
校
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
！ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
同
西
小
学
校 

●鹿嶋市立中学校の卒業式は、３月１0日（火）です。 

 

本
校
の
学
校
図
書
館
は
、
「
鹿
嶋
市

子
ど
も
読
書
推
進
計
画
」
の
も
と
、
今

年
度
三
笠
小
学
校
と
と
も
に
整
備
が
進

め
ら
れ
、
平
成

20

年

10

月
３
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
図

書
館
の
あ
る
三
階
か
ら
は
、
北
浦
が
一

望
で
き
、
天
気
の
良
い
日
に
は
筑
波
山

や
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
な
ど

自
然
環
境
も
す
ば
ら
し
い
で
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
図
書
館
に
は
約
8500
冊
の

蔵
書
が
あ
り
、
文
部
科
学
省
が
定
め
て

い
る
図
書
館
図
書
基
準
を
200
冊
以
上
超

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
蔵
書
を
子
ど

も
た
ち
は
読
書
や
調
べ
学
習
に
大
い
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
開
館
当
初
は
「
先

生
、
ど
う
借
り
る
の
で
す
か
。
」
な
ど

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
貸
出
し
や
返
却
に

戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
す
っ

か
り
慣
れ
、
読
み
た
い
本
を
パ
ソ
コ
ン

で
検
索
し
た
り
、
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト

の
申
し
込
み
を
活
発
に
し
た
り
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
司
書
が
常
駐
す
る
こ
と
で
本

が
置
い
て
あ
る
だ
け
の
空
間
か
ら
言
葉

を
通
し
て
、
読
み
た
い
本
に
た
ど
り
つ

く
と
い
う
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
先
生
方
と
連
携
を
と
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
い
、
本
と
の
出
合
い
か
ら
創
造
力

豊
か
な
心
を
育
む
場
。
調
べ
学
習
を
通

し
て
社
会
の
中
で
自
ら
の
役
割
に
つ
い

て
考
え
る
場
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち

み
と
し
て
、
「
裁
量
の
時
間
」
を
活
用
し

た
漢
字
検
定
試
験
・
算
数
検
定
試
験
へ
の

挑
戦
が
あ
り
ま
す
。
週
一
時
間
を
利
用

し
、
「
漢
字
検
定
・
数
学
検
定
に
挑
戦
・

合
格
し
よ
う
。
」
を
目
標
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
市
指
定
の
「
特
色
あ
る

学
校
教
育
活
動
研
究
委
託
事
業
」
を
受
け

て
、
今
年
度
は
「
国
語
の
読
解
力
を
高
め

る
た
め
の
指
導
法
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
、

茨
城
大
学
の
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
授
業
の
工
夫
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

 

次
に
、
豊
か
な
心
を
育
成
す
る
体
験
活

動
の
充
実
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
委
員
会
活
動

を
中
心
と
し
た
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
や
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」
、
保
護
者
と
の
連
携

を
図
っ
た
「
砂
の
造
形
大
会
・
親
子
奉
仕

活
動
」
異
学
年
交
流
の
「
縦
割
り
班
活
動
」

   ▲ 鹿島アントラーズ全校応援の様子 

な
ど
様
々
な
活
動
を
、
計
画
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
体
験
活
動
で
の
学
び
を

通
し
て
、
道
徳
的
実
践
力
の
育
成
を
図
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

最
後
に
地
域
の
教
育
力
の
活
用
で
す
。

特
技
の
あ
る
外
部
の
人
材
や
施
設
等
と

連
携
し
教
育
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、
「
津
軽
三
味
線
演
奏

会
・
読
み
聞
か
せ
・
書
写
・
珠
算
・
福
祉

体
験
」
等
で
外
部
の
協
力
を
得
ま
し
た
。

新
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
と
連
携
し
た
全
校
応
援
も
夢
を

育
む
う
え
で
意
義
あ
る
活
動
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

の
知
的
好
奇
心
の
扉
を
開
き
、
体
験
と

読
書
が
一
体
化
し
て
、
幅
広
い
見
聞
力

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
場
に
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。  

図
書
館
資
料
① 

総
記 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
央
図
書
館 

▲ 学校図書館（大同西小学校）の様子 

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者 

  
 

平
成
20
年
10
月 

～ 

平
成
21
年
1
月 

◎ 

茨
城
県
防
犯
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

 

【
最
優
秀
】
豊
津
小
１
年 

髙
橋 

里
梨
子 

 

◎ 

茨
城
県
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

 

【
特 

選
】
波
野
小
３
年 

額
賀 

紗
季 

 

◎ 

茨
城
県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

 

【
最
優
秀
】
中
野
東
小
５
年 

長 

遥
香 

 

◎ 

茨
城
県
下
水
道
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

 

【
最
優
秀
】
三
笠
小
２
年 

田
中 

優
磨 

前
号
で
、
図
書
館
に
は
様
々
な
分
野

の
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。 

 

今
号
か
ら
は
、
所
蔵
資
料
を
分
類
別

に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
大
半
の
公
共

図
書
館
で
は
、
日
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ

Ｄ
Ｃ
）
に
基
づ
い
て
分
類
を
し
て
書
架

に
置
い
て
い
ま
す
。
図
書
の
背
（
背
表

紙
）
に
三
桁
（
一
部
四
桁
以
上
あ
り
）

の
数
字
で
区
分
を
し
て
シ
ー
ル
を
貼
っ



て
い
ま
す
。
大
き
く
分
け
る
と
、
０
の
総

記
か
ら
９
の
文
学
ま
で
10
の
大
き
な
分
類

に
分
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中
で
中
分

類
、
小
分
類
を
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
最
初
が
０
で
始
ま
る
総
記
と

し
て
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
資
料
の
中
か
ら

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

総
記
に
は
、
情
報
関
係
、
図
書
館
、
図

書
館
学
、
読
書
法
、
百
科
事
典
な
ど
を
収

め
て
い
ま
す
。 

 

◎
「
こ
れ
か
ら
は
じ
め
る
パ
ソ
コ
ン
超
入
門

の
本
」
た
く
さ
が
わ
つ
ね
あ
き
著 

 

 

技
術
評
論
社
（
０
０
７
） 

◎
「
わ
か
り
や
す
い
ア
ク
セ
ス
入
門
」 

 

エ
ク
ス
メ
デ
ィ
ア
（
０
０
７
） 

◎
「
超
図
解
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
」
エ
ク
ス
メ
デ
ィ
ア
（
０
０
７
） 

◎
「
図
書
館
の
著
作
権
基
礎
知
識
」 

 

黒
澤
節
男
著 

大
田
出
版
（
０
１
５
） 

◎
「
速
読
す
る
技
術
」
栗
田
昌
裕
著 

 

中
経
出
版
（
０
１
９
） 

◎
「
子
ど
も
が
生
き
生
き
す
る
学
校
図
書
館

づ
く
り
」
渡
辺
暢
恵
著 

 

黎
明
書
房
（
０
１
７
） 

◎
「
朝
の
読
書
が
学
校
を
変
え
る
」
岡

山
・
落
合
中
学
校
「
朝
の
読
書
」
推
進

班
編 

高
文
研
（
０
１
９
） 

◎
「
成
功
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
書
100

冊
」
藤
井
孝
一
著 

 

明
日
香
出
版
社
（
０
１
９
） 

◎
「
広
報
・
雑
誌
づ
く
り
の
ら
く
ら
く
編
集 

 

術
」
西
村
良
平
著 

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス 

 

ク
ー
ル
出
版
部
（
０
２
１
） 

●鹿嶋市立小学校の卒業式は、３月19日（木）です。 

を
学
ぶ
活
動
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
事

例
発
表
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
第
４
部
で
は
、
全
体
会
と
し

て
、
各
分
散
会
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
の

報
告
が
あ
り
、
長
谷
川
先
生
や
各
分
散
会

助
言
者
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
元

気
に
育
む
た
め
に
は
、
「
子
ど
も
に
限
ら

ず
地
域
固
有
の
価
値
発
見
が
必
要
」
、

「
本
物
の
体
験
を
通
し
て
、
感
動
す
る
こ

と
」
、
「
子
ど
も
が
望
ん
で
い
る
こ
と
に

気
づ
い
て
い
る
か
」
な
ど
、
今
後
の
取
り

組
み
に
大
切
な
助
言

を い た
  

 師範塾の受講生を募集いたします。 
 

１ 社会人としての自覚 自分探し(発展編) 
  講師 阿部 誠一 先生   
  日時 2/15、22、3/1、15、29（16:30～18:00） 
 

２ 教職員採用試験対策 応用編 
  講師 小貫 幸夫 先生 

  日時 2/21、3/21、4/18、5/16、6/20（10:00～12:00） 
  

◆問合せ先 鹿嶋師範塾事務局  
        TEL 82-2911（内線532）  

第
６
回 

 

鹿
嶋
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会
開
か
れ
る 

  
 
 
 
 
 
 
 

ま
ち
づ
く
り
市
民
セ
ン
タ
ー 

鹿
嶋
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会
が
、
元

気
い
っ
ぱ
い
交
流
（
ふ
れ
あ
い
）
の
ま

ち
鹿
嶋
を
目
指
し
て
「
元
気
な
鹿
嶋
っ

子
を
育
む
市
民
活
動
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
２
月
１
日
（
日
）
ま
ち
づ

く
り
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
200
名
の
参
加

者
が
あ
り
、
基
調
講
演
、
ま
ち
づ
く
り

市
民
・
団
体
表
彰
、
分
散
会
毎
に
事
例

発
表
、
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 第

１
部
で
は
、
茨
城
大
学
准
教
授
長
谷

川
幸
介
先
生
が
、
「
元
気
な
鹿
嶋
っ
子

を
育
む
市
民
活
動
を
考
え
る
」
を
演
題

に
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
味
を
生
か
し
な
が
ら
、
結
び
つ

く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
、
事
例
を
挙

げ
、
笑
い
を
交
え
て
講
演
さ
れ
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

続
い
て
行
わ
れ
た
第
２
部
で
は
、
「
ま

ち
づ
く
り
市
民
・
団
体
表
彰
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
５
名
、

５
団
体
に
内
田
市
長
か
ら
表
彰
状
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

第
３
部
で
は
、
３
つ
の
分
散
会
に
分
か

れ
、
「
子
ど
も
の
健
康
・
体
力
・
食
育

を
考
え
る
」
、
「
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
・
体
験
活
動
を
考
え
る
」
、
「
郷
土

 

◆対象 経済的理由によって修学が困難な高校生・  

    高等専門学校生・大学・短大生・専修学校生  
 

◆募集 ・大学生・短大生・専修学校生 25名程度  

    ・高校生・高等専門学校生   ５名程度 
 

◆願書交付 ３月２日(月)から５月15日(金)まで  
 

◆出願期間 ５月18日(月)から５月29日(金)まで 
 

◆問合せ先 教育委員会教育総務課 

        TEL82-2911（内線533）  

▲ 茨城大学 長谷川 幸介 准教授による講演の様子 


